
拝
啓皆

様
方
に
は
、
ご
健
勝
に
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
、
日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
制

度
化
さ
れ
ま
し
た
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
を
通
じ
て

十
分
な
議
論
を
尽
く
し
た
結
果
と
し
て
、
国
の
制
度
と
地

方
単
独
事
業
の
二
つ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
組
み
合
わ

さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
制
度
全
体
が
持
続
可
能

な
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
の
認
識
を
共
有
し
た
上
で
、
引

上
げ
分
の
消
費
税
収
（
国
・
地
方
）
の
配
分
（
五
％
の
う

ち
地
方
分
と
し
て
一
・
五
四
％
相
当
を
確
保
）
や
地
方
消

費
税
の
使
途
等
に
つ
い
て
、
国
と
地
方
が
共
同
し
て
結
論

を
得
る
と
い
う
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
地
方
単
独
事
業
を
含
む
地
方
の
社
会
保
障
の

充
実
・
安
定
化
、
さ
ら
に
は
地
方
財
政
の
健
全
化
に
も
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

先
般
、
そ
の
結
論
を
踏
ま
え
て
提
案
さ
れ
た
「
社
会
保

障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
う
た
め
の
地
方
税
法
及
び
地
方
交
付
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
が
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
公
布
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
消
費
税
（
国
・
地
方
）
の
税
率
の
引
上
げ
等
の



施
行
に
向
け
て
、
国
民
の
皆
様
に
今
回
の
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
に
つ
い
て
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
今
回
の
改
革

の
意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
様
に
分
か
り
や

す
く
、
丁
寧
に
説
明
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
方
団
体
の
皆
様
方
に
は
、
今
回
の
改
革
が
国
と
地
方

が
共
同
し
て
結
論
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
経
緯
も
踏

ま
え
て
、
各
地
域
の
住
民
の
皆
様
方
へ
の
周
知
や
広
報
等

に
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
方
団
体
の
皆
様
方
と
一
体

と
な
っ
て
、
今
回
の
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
実
現
に

向
け
て
、
国
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に
説
明

を
行
っ
て
参
り
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
主
権
改
革
の
更
な

る
推
進
に
、
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

時
節
柄
、
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
致
し
ま
す
。

敬
具

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

総

務

大

臣（

署

名

）

都
道
府
県
知
事

殿

（
※
市
区
町
村
長
、
地
方
議
会
の
議
長
に
対
す
る
も
の
も
同
内
容
）


